
SPECIAL TOPICS

令和8年度一般会計予算
　令和8年度一般会計予算が令和8年3月東員町議会定例会で議決されました。一般会計当初予算は150億5,600
万円で、前年度と比較すると24億8,600万円（19.8％）の増加となりました。予算規模としては、新･東員第一
中学校建設事業をはじめとした投資的事業費の増加や物価高騰と人件費上昇などの影響により、過去最大を更新
しています。
※端数処理の関係で、計算が合わない場合があります。

町税 地方交付税 国庫支出金 町債
国や金融機関からお金を
借りる町債は、投資的事
業の増加に伴い、前年度
比10.9％（2億3,480万
円）の増加。

新・東員第一中学校建設
事業などの影響により、
前年度比54 .8％（8億
4,414万円）の増加。

地方公共団体の財政状況
に応じて交付される地方
交付税は、地方財政計画
に基づき前年度比10.3％
（1億9,000万円）の増加。

町税全体で前年度比
6.1％（2億4,044万円）の
増加。町民税、固定資産
税ともに前年度より増加。

町債
23億7,990万円
（15.8％） 町税

41億5,590万円
（27.6％）

使用料及び手数料
1億6,254万円
（1.1％）その他

20億5,010万円
（13.6％）

地方交付税
20億2,900万円
（13.5％）

国庫支出金
23億8,352万円
（15.8％）

県支出金
7億7,698万円
（5.2％）

各種交付金
10億2,720万円
（6.8％）

地方譲与税
9,086万円
（0.6％）

自主財源
国・県などに
頼らない財源
（42.3％）

依存財源
さまざまな形で
助成・交付され
る補助金や交付
金など
（57.7％）

歳入
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125.7億円

97.3億円94.4億円

150.6億円

R8R4 R5 R6 R7

106.5億円

一般会計当初予算の推移

※R5は骨格予算のため
　6月補正後予算額

民生費 衛生費総務費 教育費
水道管路老朽化対策など
に係る水道事業会計への
出資や水道料金の基本
料金減免への繰出金など
により、前年度比12.2％
（1億733万円）の増加。

後期高齢者医療特別会計
繰出金や医療給付費、障
害者自立支援給付費など
の増加により、前年度比
9.0％（3億5,752万円）の
増加。

庁舎改修工事や住民情報
システム標準化対応など
により、前年度比14.1％
（1億9,347万円）の増加。

新･東員第一中学校建設
事業や給食センター・総
合文化センター・総合体
育館の改修工事などによ
り、前年度比47.1%（18
億4,990万円）の増加。

公債費
（借入金の返済に関する経費）
7億4,740万円（5.0％）

その他（議会費や商工費など）
1億5,098万円（0.9％）

総務費
（全般的な管理事務など）
15億6,820万円（10.4％）

民生費
（福祉や子育てなど）
43億1,427万円
（28.7％）

衛生費
（保健衛生やごみ処理など）
9億8,853万円（6.6％）

農林水産業費
（農業振興や土地改良事業など）
1億7,689万円（1.2％）

土木費
（道路の整備や都市計画など）
8億4,581万円（5.6％）

消防費
（消防署や消防団の運営など）
4億9,039万円（3.3％）

教育費
（学校教育や文化・
スポーツ振興など）
57億7,353万円
（38.3％）

歳出
（目的別）
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人件費　26億3,486万円（17.5％）
義務的経費（36.0％）

投資的経費（28.5％）

その他の経費（35.5％）

その他　2億6,078万円（1.7％）

補助費等　13億3,413万円（8.9％）

物件費　28億5,417万円（19.0％）

普通建設事業費　42億9,701万円（28.5％）

公債費　7億4,740万円（5.0％）

扶助費　20億3,633万円（13.5％）

繰出金　8億9,132万円（5.9％）

普通建設事業費

歳出を性質別に見てみよう

会計全体6会計の予算規模は？

扶助費

（法令などにより支払いが
義務付けられている経費）

（道路や建物の建設・改修
などに伴う経費）

新･東員第一中学校建設事業や給食センター・総合
文化センター・総合体育館の改修工事などにより、
前年度比56.6％（15億5,322万円）の増加。

医療給付事業や障害者自立支援事業の給付費など、
社会保障関係費の増加を見込み、前年度比11.5％
（2億930万円）の増加。

　会計全体6会計の予算規模は225億7,733万円で、前年度比13.9％（27億4,805万円）
の増加となりました。一般会計当初予算の財源不足額（6.4億円）については、財政調
整基金の取り崩しで対応しています。

会 計 区 分

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

小計

水道事業

下水道事業

小計

合計

令和8年度

150億5,600万円

26億1,420万円

6億2,360万円

20億6,813万円

53億593万円

7億849万円

15億691万円

22億1,540万円

225億7,733万円

令和7年度

125億7,000万円

26億6,060万円

5億3,690万円

19億9,915万円

51億9,665万円

7億4,113万円

13億2,150万円

20億6,263万円

198億2,928万円

増減額

24億8,600万円

－4,640万円

8,670万円

6,898万円

1億928万円

－3,264万円

1億8,541万円

1億5,277万円

27億4,805万円

増減率

19.8%

－1.7%

16.1%

3.5%

2.1%

－4.4%

14.0%

7.4%

13.9%

特別会計

企業会計
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問 財政課　☎86ｰ2820

　

令和8年度の主な事業はこちら

新･東員第一中学校
建設事業
38億5,124万円

学 ぶ

第2地域包括支援セン
ター移設事業
150万円

健 康
子育て支援センター
改修事業
1,958万円

家 族

防災拠点整備構想
策定事業
1,273万円

暮 ら し や す さ

GIGAスクール事業
4,347万円

学 ぶ

企業版ふるさと納税
支援事業
132万円

働 く

包括支援体制整備事業

1,415万円

つ な が り

水道事業会計繰出金

1億6,575万円

暮 ら し や す さ

　町では「健康・家族・つながり・学ぶ・働く・暮らしやすさ」の6つの基本構想
のテーマを柱として、第6次総合計画に掲げる町の将来像「おみごと！があふれる
町へ」の実現を目指し、取り組みます。

笹尾連絡所内にある第2地域包括支援センターを、
機能拡充のため、笹尾地内の旧中京銀行西桑名支
店へ移設します。

利用者の増加に対応するため、ふれあいセンター
内を改修し、子育て支援センターの機能を拡充し
ます。

新・東員第一中学校の校舎・体育館などの建築工
事や備品などの購入・移設などを実施します。

企業版ふるさと納税を活用し、官民共創で地域経
済の活性化を推進します。

国のGIGAスクール構想の推進に基づき、児童・
生徒が使う端末を計画的に更新します。

公共施設などを防災拠点として整備していくため
の構想を策定します。

包括的な支援体制整備を推進するため、生活困窮
者等自立支援相談事業や地域づくりに関する事業
を、東員町社会福祉協議会や関係機関とともに実
施します。

水道管路老朽化対策などの取り組みに対し、一般
会計から水道事業会計へ出資します。また、物価
高騰対策として国の交付金を活用し、水道料金の
基本料金を減免します。
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